


■ 会長報告
 幡　研一 会長

　2015-16年度会長を務めるに際し、
「温故知新」を基本理念としました。65

年という長い歴史と伝統を持ったクラブであるから
こそ、現状認識をし、良い点は続ける、改良すべき点
は改良すべく、活動の在り方を検討して実施してきま
した。

１．会員基盤の向上…年度目標の純増5名に対し7名
の増加。特に女性会員が2名入会し4名となった。

２．創立65周年記念式典・祝賀会の開催…当初の予
定より大規模になった。台湾の文湖RCからも25
名が参加した。（28年3月24日）

３．友好クラブ締結…台北文湖RCとの間で平成27年
9月22日締結した。

４．地区復興補助金を活用しての事業

①青少年国際理解フォーラムの開催…福島学院大学
RAC、東稜高校IAC、米山奨学生（ベトナム）、東稜
高校奨学生（セネガル共和国）、東稜高校IAC顧問教
師（イギリス）等が参加して自国の紹介をして質疑応
答を施行した。震災後、原発事故の影響もあり、福島
県への海外からの奨学生が減少し他国の青少年と接
する機会が減少している中で、国際理解に役立った。

②福島市内小学校への読書活動を推進するための本の

寄贈

・小学生の読書離れを改善すべく、読書活動を推進し
ている市内の小学校10校に本を寄贈した。読書の習
慣を持つことにより、読解力の向上と共に、感性が
磨かれ情緒豊かな子どもに育つことが期待される。

５．東京交歓会の継続…新しい試みとして、福島で開
催した。仙台のOB会員も参加した。（1名の奥様を
含めて10名のOB 会員参加）
翌日のエクスカーションはゴルフ（ボナリ高原
GC）と会津観光に分かれて実施した。

６．他クラブとの合同例会の開催…3クラブ合同例会
を開催（福島・福島中央・福島北）

７．ロータリークラブセントラルの活用…95%の会員
が登録し活動計画・報告の入力をした。

８．パスト会長スピーチ…3名のパスト会長にして頂

本 日 の プ ロ グ ラ ム

いた。（白岩康夫会員、佐藤英典会員、河田 亨会員）
９．「私の一言」の著者のスピーチ…4名にして頂いた。
　  （佐藤武彦、日比野恒夫、菅沼　裕、後藤洋伸）
10．RAC、IACとの合同奉仕活動…福島駅周辺清掃活
動清掃活動終了後、食事をしながら、ロータリア
ン、RAC、IACのメンバーと福島駅の職員が一緒
に、福島駅に望むことについて話し合いをした。熊
本地震街頭募金活動、麻薬撲滅キャンペーン参加

以上、主だった活動についての報告です。

　後藤忠久国際奉仕委員長、日比野恒夫青少年奉仕委
員長、森川英治社会奉仕委員長、菅野 晋親睦・ロータ
リー家族小委員長を始め、クラブ奉仕委員会の森岡幸
江会員、菅野晴隆会員、坪井大雄会員、佐藤武彦会員の
各小委員長さん方、土屋敦雄職業奉仕委員長、金子與
志人米山記念奨学会委員長、右近八郎ロータリー財団
委員長様、夫々に大変お世話になりました。また、紺野
晴郎会計には財政厳しい中、有難うございました。
　阿久津肇パストガバナーには、新会員オリエンテー
ション、次期幹事セミナーを始め、一年間を通して、ご
指導・助言を頂き、大変有難うございました。
　お蔭様で、当初の目標の8割程度は達成できたと考
えております。
　例会では会員同士の会話の十分な時間を取るべく、
会長挨拶は短くしましたが、それでも十分な時間を取
れませんでした。またスピーチをお願いした会員には
時間が足りずご迷惑をかけた点もありました。
　会長としては満足するほどのことは行えませんでし
たが、会長の方針に則り、各委員会の委員長を始め、ク
ラブの皆様にご協力頂き一年間を無事終えることがで
きました。
　福島ロータリークラブの底力の偉大さに助けられて
の一年間でした。毎週の例会の運営に当たっては、加
藤義朋SAA、増子 勉・管野裕一・本保 晃・熊坂仁美
副SAAに大変お世話になりました。会員各位、特に箱
岩 偉幹事、菅沼 裕・相良元章両副幹事、事務局大関さ
んに心より感謝申し上げます。次期古俣年度の更なる
飛躍を祈念しております。
　一年間良い経験をさせて頂きました。ありがとうご
ざいました。

2015-16年度 各委員会報告
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■ 社会奉仕委員会
 加藤 義朋 副委員長

　地区の目標である「原点回帰」に沿っ
て、社会的弱者への支援、地域社会へ
の貢献に重点を置いて活動しました。

　当年度は、平成27年10月17日に開催された地区の
復興支援活動「うつくしま福島　福島の安全で美味し
い物を食べよう」に参加したり、年末家族例会のお土
産として地域の授産施設製品（お菓子類）を利用し、そ
の活動を支援するといったことを行いましたが、当年
度のメイン事業はなんといっても「市内の小学校への
図書寄贈」です。
　震災・原発事故後様々な不便を強いられている子ど
もの本離れ防止と学力向上を支援することを目指し
て、地区復興補助金を利用して福島市内の小学校10校
にそれぞれ10万円相当、合計で100万円相当の図書を
寄贈することとしました。
　福島市教育委員会を通じて募集を行った結果、市内
50校の小学校のうち26校から希望が寄せられました。
そして各校から提出していただいた読書活動に対する
取り組みを基準に、会長、幹事ほか社会奉仕委員会メ
ンバーで厳正な選考を行い、10校を選びました。
　合計で683冊の本の贈呈式は、3月24日のクラブ創
立65周年記念式典の中で小林福島市長ご臨席のもと挙
行しました。席上、小林市長から図書の贈呈に対する謝
辞をいただいたほか、寄贈校を代表して福島市立御山
小学校の二瓶篤子（にへいあつこ）校長からも、「今回
地区復興補助金によりいただいた本は、子供たちの学
力向上のみならず、世界に羽ばたく心を育ててくれる
ものと信じています。私たちもロータリーの皆様のお
志を無にしないように、学校教育の推進、充実、発展に
努めて参ります」という御礼の言葉をいただきました。
　足掛け6か月に及ぶ長いプロジェクトでしたが、当
選通知の電話を小学校に差し上げると、受話器の向こ
うから「わあ、うれしい」「本当に助かります」「早速
全校集会で子供たちに知らせます」といった弾んだ声
が多く聞かれたほか、子供たちに読ませたい本を先生
方が自由に選ぶことができるということで、先生方か
らは予想以上に喜ばれました。本当に喜んでもらえた
なあという感想を強くするとともに、苦労のし甲斐が
あったと感じた次第です。

■ 青少年奉仕委員会
 日比野 恒夫 委員長

　今年度幡会長方針の一つである、青
少年の皆様が国際理解を深め、親睦を
図り、今後の国際交流の架け橋になる
ことを目的に「福島RC国際理解青少年

フォーラム」を開催した。

主な事業として
①2015年12月6日　午後1時　「辰巳屋」
　【福島RC青少年国際理解フォーラム】を開催

　インターアクト
　ローターアクト
　米山奨学生
　学校関係者32名
　ロータリアンを加え総勢65名
②2016年6月8日　午後1時
　「福島学院大学駅前キャンパス内」
　【優良ローターアクター認定書授与式】

　ローターアクター 6名を表彰し、その活動を称えた。
③2016年6月4-5日　磐梯熱海　ホテル華の湯
　【ライラ研修会】への参加

株式会社アポロガス  佐藤由衣さん1名の参加を頂
きました。
他に　IA・RA　共同活動報告として
①7月12日  福島駅
　西口駅広場清掃活動に参加
②8月6日木曜日 辰巳屋ホテル
　福島ロータリー納涼夜間例会に参加
③12月6日 日曜日辰巳屋ホテル
　青少年国際理解フォーラムに参加
④12月24日木曜日 辰巳屋ホテル
　福島ロータリー年忘れ家族例会に参加
⑤3月24日木曜日 辰巳屋ホテル
　福島ロータリー創立記念夜間例会に参加
⑥3月27日日曜日 からしまボール
　県北第一分区ボーリング大会に参加
⑦5月21日土曜日  エルテイ
　県北第一分区新世代会議に参加
⑧6月5日日曜日 福島駅東口
　熊本地震災害義援金の募金活動に参加
⑨6月5日日曜日  中合広場
　麻薬撲滅キャンペーンに参加
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幹事スピーチ
箱岩　偉 幹事

■ 国際奉仕委員会
 後藤 忠久 委員長

　国際奉仕委員会は、RI会長K.R.ラビ
ンドラン氏の「世界へのプレゼントに
なろう」のテーマに沿い、奉仕活動を
通して、国際地域に貢献することを目

指して活動して参りました。

１．双子クラブとの交流

　双子クラブであるフィリピン「マリキナロータリー
クラブ」を訪問し、長年に亘り支援を続けてきた「マリ
キナ　マランダイ小学校」の現況の把握と今後の支援
活動について協議して参りました。
　特に支援第１号となった「子供たちに安心な飲み水
の供給事業」が経過年数と伴に老朽化が目立ち使用不
能状態なっており、早急な対応が必要と思われました。
２．姉妹クラブの創設

福島ロータリークラブとして初の海外姉妹クラブの締
結を台湾「台北文湖扶輪社」と締結致しました。
締結式には、数多くの福島ロータリークラブのメン
バーが台湾台北市を訪問し、また、福島ロータリーク
ラブの65周年記念式典には、数多くの「台北文湖扶輪
社」のメンバーが来訪してくださいました。

　今後とも両クラブの友好が長年に亘り継続出来ます
よう活動して参りたいと思います。
　また、台湾のロータリークラブより「日台友好親善
コンサート」の福島での開催要望があり、平成29年4
月の開催に向けて準備に取り掛かりました。

■ 親睦ロータリー家族小委員会
 菅野　　晋 委員長

　親睦ロータリー家族小委員会は、会
員の友情を深め、会員相互の交流をよ
り活発になるようにするため、会員と
その家族に楽しんでもらえる様な企画

を中心に親睦事業を実施してきました。当委員会は、
今年度９つの事業を行ないました。以下、事業の内容
を具体的に紹介したいと思います。
・新旧役員慰労夜間例会（7月23日ホテル辰巳屋）
・納涼夜間例会（8月6日ホテル辰巳屋）
・クラブゴルフコンペ

（10月8日パーシモンカントリークラブ）
・お月見例会（10月8日石林）
・年忘れ家族会（12月24日ホテル辰巳屋）

　皆さま改めまして、こんにちは。
　2015-16年度、幹事を仰せつかりま
した箱岩です。
　まず初めに、幡会長、菅沼・相良両
副幹事、事務局大関さんの、絶大なる

ご支援のもと、1年間幹事を務めさせて頂きましたこ
とに、感謝申し上げます。まだロータリーの知識も不
十分な状態にもかかわらず、幹事の大役を仰せつかり、
大変不安な中にスタートした事を思い出します。途
中、酷い腰痛で、会長や事務局大関さんから、「来なく
て大丈夫!!」と言われながらも、どうにかこうにか出席
しながら、気が付けば本当に100％出席した年になり
ました。また、今ほどの各委員会報告では、「うん・う
ん、行ったなあ、やったなあ…」と感慨深くお聞きして
おりました。
　本年は幡会長のご希望でありました、台北文湖ロー
タリークラブとの、友好クラブ締結と言う大きな事業
があり、そのご縁で台北に3度訪問する機会をえまし
た。また、姉妹クラブであるフィリピン・マリキナロー
タリークラブへの現況視察と言う機会にも恵まれまし
た。更には、台北文湖ロータリークラブとのご縁で、幡
会長・令夫人、加藤義朋SAA・令夫人、相良副幹事、
箱岩の6名で、日台親善会議in金沢へも参加してまい
りました。その他本当にたくさんの事業に参加させて
頂き、貴重な経験をさせて頂きました。
　結びに、つたない幹事でたくさんのご迷惑をお掛け
致しましたが、全45回の例会の運営を無事出来ました
こと、1年間お支え頂きました全ての皆さまに感謝を
申し上げ、最終例会での幹事スピーチと致します。
　本当にありがとうございました。　　　　　　合掌

・阿久津PG規定審議会出席壮行会

（3月10日ホテル辰巳屋）
・創立65周年式典慰労会（4月7日冨久楽）
・県北第1分区親善ゴルフコンペ

（4月24日パーシモンカントリークラブ）
・東京交歓会夜間例会（5月28日石林）
東京交歓会ゴルフコンペ

（5月29日ボナリ高原ゴルフクラブ）
東京交歓会会津観光（5月29日五色沼、他）
　今年度の東京交歓会は、幡会長の発案により福島の
地で初めて開催しました。当委員会は、今年度おもて
なしの精神で活動してまいりました。会員の皆様には
大変お世話になりました。ありがとうございました。
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2016-17年度 福島ロータリークラブ年間スケジュール
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